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Jamf Pro スマートグループと拡張属性の利活用について 
実践的なテクニックをご紹介します

・デバイスの自動分類 

・拡張属性を使用した自動化ワークフローの構築までを 
　実際例を交えながら解説 

・コンプライアンス管理の自動化やカスタムレポートの作成等 

　すぐに実務で活用できる方法をご紹介



1 | 
OS要件を満たすまで社内ネットワークに接続させない

OSバージョン

2 | 
Appのインストールを確認し、       
Single App Modeに自動的に移行する

Appの自動Single App Mode 化

3 | 拡張属性 アプリ配布

4 | 拡張属性 Wif配布

Agenda



OS要件を満たすまで社内ネットワークに接続させない
活用例 1 - OS バージョン



活用例 1 - OS バージョン
ターゲット： All mobile devices

除外：隔離デバイス



活用例 2 - Appの自動 Single App
アプリがインストールされ、App ショートバージョン が 11.3.4



活用例 2 - Appの自動 Single App
ターゲット： Self Service 11.3.4



拡張属性の値が特定の文字列の時

活用例 3 - 拡張属性と 
　　　　　スマートデバイスグループ



活用例 3 - 拡張属性と 
　　　　　スマートデバイスグループ



活用例 4 - 拡張属性 Wi-Fi 配布 
　　　　　拡張属性の内容を元に構成プロファイルを配布



拡張属性に情報を投入(手作業／CSV／API経由)

活用例 4 - 拡張属性 Wi-Fi 配布 
　　　　　



活用例 4 - 拡張属性 Wi-Fi 配布 
　　　　　



カスタムレポート



カスタムレポート

• モバイルデバイスの詳細検索からレポートを作成する 

• 必要な時に管理画面からダウンロードが可能 

• Eメールレポートの定期送信が可能



カスタムレポート



ベストプラクティス



ベストプラクティス スマートグループ
1. パフォーマンスの最適化 
• 複雑な依存関係を避ける（グループAがグループBに依存し、
グループBがグループCに依存するなど） 

• 大量のシリアル番号リストはスタティックデバイスグループ
を使用 

• 重複した論理を避ける



ベストプラクティス スマートグループ
2. 効率的な使用 

• データ表示のみの目的には 詳細検索を使用 

• 必要な条件のみを使用し、過剰な条件設定を避ける 

• 明確な命名規則を使用



ベストプラクティス スマートグループ
3. メンテナンス 

• 定期的に未使用のスマートグループを確認・クリーンアップ 

• グループの依存関係を文書化 

• 定期的にグループの条件を見直し




